
 

   

 

2025 年 2 月 28 日 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス 

 

博報堂ＤＹホールディングスの AI 研究部門「Human-Centered AI Institute」、 

“説明可能な AI”（XAI）と AI モデル高速生成技術の社内 PoC を実施 

〜データサイエンス業務の効率化と、生活者ビッグデータを活用した独自 bot 開発目指す〜 

 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス（東京都港区、代表取締役社長：水島正幸）は、XAI

（Explainable AI／説明可能な AI）と AI モデル高速生成技術を活用し、データサイエンス業務の生産

性と対応可能人員の拡大、および生活者ビッグデータを活用した独自 bot の開発を目指す社内 PoC を

実施いたしました。本 PoC は、生活者と社会に資する人間中心のアプローチによる AI の先端研究や技

術開発を行う当社の研究部門「Human-Centered AI Institute」および、博報堂ＤＹグループ横断の全

社プロジェクトである「Human- Centered AI Initiative」を通じて推進され、国内外のグループ企業が

参加します。また本 PoC は、XAI のリーディングカンパニーである Obviously.ai（米サンフランシス

コ CEO：Dave Nirman）の技術提携のもと行ったものです。 

 

XAI とは、AI が導き出した答えについて、「なぜその答えを出したのか」「どんなデータに影響を受

けたのか」を説明できる能力（Explainability／説明可能性）が高い AI（Explainable AI／説明可能な

AI）を指します。昨今 AI の進化が進む中で、AI の「透明性」や「信頼性」の重要性はますます高ま

り、同時に XAI への注目度も高まっています。そのような背景を受け、博報堂ＤＹグループは XAI と

AI モデル高速生成技術を活用し、以下の実現を目指しています。 

 

1. XAI と AI モデル高速生成技術を活用したデータサイエンス業務の対応力強化 

AI モデル構築を高速化しつつ、XAI を通じて意思決定プロセスを可視化。これにより、AI の

ブラックボックス化問題を克服しながら、データ活用ビジネスの対応キャパシティを向上さ

せます。 

2. 独自 bot の開発によるマーケティング革新 

博報堂ＤＹグループが保有する膨大な生活者データを活用し、CRM（顧客関係管理）やマー

ケティング分野に特化した独自 bot を開発。これにより個別化された顧客体験や意思決定の

最適化を実現します。 

3. 人間中心の AI を支える技術の実現 

「Human-Centered AI Initiative」のビジョンである、AI 技術の透明性や倫理性を重視し、人

間に寄り添う AI 技術の実現を目指します。 

 

本プロジェクトを主導する「Human Centered AI Institute」は博報堂ＤＹグループの AI 専門研究組

織で、人間の能力や可能性、創造性を拡張する“人間中心の AI”をテーマに、AI 技術の研究開発から実

用化までを一貫して行っています。 

このたびの PoC を通じ、XAI のリーディングカンパニーである Obviously.ai 社とともに、XAI と AI

モデル高速生成技術を活用し、データサイエンス業務の生産性と対応可能人員の拡大を目指します。

Obviously.ai 社は、日米トップクラス VC の支援を受ける米国を拠点とした企業で、同社の革新的な技

術は AI の透明性と実用性を両立しており、本プロジェクトの技術基盤として重要な役割を果たしてい

ます。 

博報堂ＤＹグループは、本プロジェクトを通じて AI の透明性と信頼性を向上させ、国内外の多岐に

わたる分野での AI 活用を促進します。また独自 bot の開発とマーケティング分野での応用を通じて、

企業の顧客体験の革新を目指すとともに、グローバル市場での競争力強化を目指します。 

また今後、クライアント企業への各種ソリューション提供も視野に検証を進めてまいります。 

 

本件に関するお問い合わせ 
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